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日本に最も近く、馴染みの深い国、韓国。毎年多くの日本人が韓
国を訪れる。ソウルや釜山、済州島などが人気だが、韓国の魅力は
それだけにとどまらない。日本で今人気を集める「体験型観光」や
心や体、環境の良好な状態を得るための「ウェル・ビーイングな旅」
を実現できるスポットも数多い。韓国でも、歴史や文化、自然を肌
で感じることで、日常のストレスから解放される旅が注目を集めて
いる。仏教や儒教の影響を強く受けた文化遺産が今も数多く残る慶
尚北道で、普段とは異なる世界を体験し、心身ともにリフレッシュ

。そんな希望をかなえる観光スポットを紹介する。
（小林茉莉）

芙容台から河回村を望む

栄
州
は
韓
国
最
初
の
施
設

高
等
教
育
機
関
で
あ
る
「
紹

修
書
院
（
ソ
ス
ソ
ウ
ォ
ン
）」

が
あ
る
町
だ
。
か
つ
て
は
多

く
の
儒
者
学
者
が
生
活
し
て

お
り
韓
国
に
お
け
る
儒
教
文

化
の
発
祥
地
と
い
わ
れ
る
。

韓
国
は
儒
教
色
の
強
い
国

と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
精
神

は
徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

と
い
う
。
そ
こ
で
紹
修
書
院

に
隣
接
す
る
形
で
４
年
前
に

作
ら
れ
た
の
が
ソ
ン
ビ
村

だ
。
ソ
ン
ビ
と
は
儒
教
の
学

者
の
こ
と
。
約
１
万
７
千
坪

の
敷
地
に
、１２
の
家
を
含
む
、

大
小
合
わ
せ
て
約
４０
軒
の
建

物
が
移
築
さ
れ
、
１
つ
の
村

を
形
作
っ
て
い
る
。
朝
鮮
時

代
の
両
班
が
住
ん
で
い
た
、

瓦
ぶ
き
の
家
や
、
平
民
が
住

ん
で
い
た
藁
ぶ
き
の
家
、
こ

の
ほ
か
寺
や
市
場
が
並
ぶ
。

こ
の
村
の
特
色
は
、
村
内

に
忠
実
に
再
現
さ
れ
た
韓
国

の
伝
統
家
屋
に
、
実
際
に
宿

泊
で
き
る
点
だ
。
こ
の
宿
泊

用
家
屋
に
は
当
時
の
生
活
を

し
の
ば
せ
る
本
物
の
家
具
や

調
度
品
、農
具
な
ど
が
並
ぶ
。

宿
泊
す
る
こ
と
で
、
朝
鮮
時

代
の
生
活
を
肌
で
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
宿
泊
料
金

は
２
万
〜
５
万
ウ
ォ
ン
。

宿
泊
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
礼
節
体
験
が
で
き
る
の

も
学
者
の
村
な
ら
で
は
。
民

俗
遊
び
と
い
っ
た
文
化
体

験
、
農
業
体
験
な
ど
も
準
備

さ
れ
て
い
る
。

村
に
は
売
店
や
食
堂
も
あ

り
、
郷
土
料
理
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
。
特
に
栄
州
は

高
麗
人
参
が
有
名
だ
。
他
の

産
地
に
比
べ
、
成
育
に
時
間

を
か
け
た
貴
重
な
も
の
。
特

に
人
参
カ
ル
ビ
が
有
名
だ
。

１０
月
３
〜
７
日
に
は
、「
栄

州
豊
基
高
麗
人
参
祭
り
」
が

開
か
れ
る
。
人
参
掘
り
体
験

や
種
ま
き
体

験
な
ど
が
で

き
る
。

同
じ
栄
州

に
あ
る
、
韓

国
最
古
の
木

造
建
築
の
１

つ
と
い
わ
れ

る「
浮
石
寺
」

と
あ
わ
せ
て

め
ぐ
っ
て
み

る
の
も
良
い

だ
ろ
う
。

儒
者
の
暮
ら
し
か
ら

忠
・
考
を
学
ぶ

韓
国
儒
教
発
祥
の
地

新
羅
王
朝
の
首
都
で
あ

り
、
１
千
年
も
の
間
、
新
羅

の
首
都
と
し
て
栄
え
た
慶

州
。
現
在
で
は
人
口
２９
万
人

ほ
ど
だ
が
、
か
つ
て
は
百
万

人
近
い
人
々
が
暮
ら
し
て
い

た
と
い
う
。
そ
の
栄
華
を
し

の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
史
跡
も

数
多
い
。
ま
た
市
街
地
の
一

部
は
瓦
葺
き
建
築
の
保
護
指

定
地
区
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら「
屋
根
の
な
い
博
物
館
」

と
も
い
わ
れ
る
。

慶
州
市
街
地
を
囲
む
山
々

に
も
多
く
の
史
跡
が
残
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
も
吐
含

山
に
あ
る
石
窟
庵
と
仏
国
寺

は
９５
年
に
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
史
跡
と
し
て
名

高
い
。石
窟
庵
は
同
年
１２
月
、

韓
国
で
初
め
て
世
界
文
化
遺

産
に
指
定
さ
れ
た
史
跡
で
、

７
５
１
年
に
作
ら
れ
た
と
い

わ
れ
る
。
巨
大
な
石
造
り
の

大
仏
が
、
小
さ
な
山
の
中
に

た
た
ず
む
。
一
方
の
仏
国
寺

は
韓
国
で
最
も
国
宝
が
一
同

に
見
ら
れ
る
史
跡
と
し
て
知

ら
れ
る
。
豊
臣
秀
吉
に
よ
る

壬
辰
倭
乱
に
よ
り
木
造
部
分

は
焼
け
落
ち
た
た
め
、
創
建

さ
れ
た
西
暦
５
３
５
年
当
時

の
ま
ま
残
る
の
は
石
造
部
分

の
み
。し
か
し
、今
も
な
お
新

羅
文
化
の
重
厚
な
趣
を
伝
え

て
い
る
。
こ
の
２
つ
の
史
跡

に
代
表
さ
れ
る
古
都
・
慶
州

は
さ
な
が
ら「
韓
国
の
奈
良
」

で
あ
り
、
多
く
の
小
中
学
生

が
修
学
旅
行
に
訪
れ
る
。

こ
の
古
都
で
最
近
人
気
を

集
め
る
の
が
「
ナ
イ
ト
ツ
ア

ー
」
だ
。
慶
州
市
街
に
残
る

寺
社
や
仏
像
、史
跡
な
ど
を
、

月
と
提
灯
の
明
か
り
を
た
よ

り
に
見
て
ま
わ
る
も
の
。
こ

の
う
ち
満
月
の
十
五
夜
に
開

催
さ
れ
る
「
月
明
か
り
新
羅

歴
史
紀
行
」
で
は
、
美
し
く

照
ら
し
出
さ
れ
た
離
宮
跡
の

庭
園
を
目
の
前
に
、
雁
鴨
池

の
ほ
と
り
で
韓
国
伝
統
音
楽

の
演
奏
を
楽
し
め
る
。
火
を

灯
し
た
提
灯
と
月
明
か
り
の

淡
い
光
の
も
と
、
民
俗
音
楽

に
合
わ
せ
て
参
加
者
も
歌

い
、
踊
る
。
今
年
３
月
に
は

日
本
か
ら
も
百
人
ほ
ど
が
ナ

イ
ト
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。

新
羅
時
代
の
王
族
の
衣
装

を
体
験
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
わ
れ
わ
れ
の
知
る
朝
鮮

の
伝
統
衣
装
と
は
異
な
る
趣

き
だ
。
伝
統
衣
装
に
身
を
包

み
、
荘
厳
な
遺
跡
で
音
楽
と

戯
れ
れ
ば
、
ま
た
新
た
な
韓

国
文
化
を
垣
間
見
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。

新
羅
の
仏
教
文
化
が
息
づ

く
こ
の
都
市
で
は
今
年
９
月

７
日
〜
１０
月
２６
日
に
「
慶
州

世
界
文
化
エ
キ
ス
ポ
２
０
０

７
」
が
開
催
予
定
だ
。
韓
国

の
伝
統
芸
能
と
合
わ
せ
て
、

世
界
の
踊
り
な
ど
を
鑑
賞
で

き
る
。
新
旧
の
文
化
を
世
界

各
国
の
人
々
と
共
に
楽
し
ん

で
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

日
本
か
ら
慶
尚
北
道
へ
の
ア
ク

セ
ス
に
は
、
主
に
ソ
ウ
ル
経
由
ル

ー
ト
と
釜
山
経
由
ル
ー
ト
が
あ

る
。ソ

ウ
ル
経
由
の
場
合
、
日
本
の

２３
都
市
か
ら
毎
日
飛
行
機
が
運
航

し
て
い
る
。
ソ
ウ
ル
か
ら
慶
北
の

中
心
、
大
邱
（
東
大
邱
駅
）
ま
で

は
、
０４
年
に
開
通
し
た
高
速
鉄
道

（
Ｋ
Ｔ
Ｘ
）

を
利
用
の
場

合
、
所
要
時

間
は
約
１
時

間
４０
分
だ
。

高
速
バ
ス
な

ら
ば
、
慶
北

各
地
に
向
け

た
便
が
運
行

さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ

れ
、
大
邱
行

き
は
３
時
間

４０
分
、
慶
州

行
き
は
４
時

間
３０
分
、
安

東
行
き
は
３

時
間
、
栄
州

行
き
は
２
時
間
３０
分
で
結
ば
れ
て

い
る
。

釜
山
経
由
の
場
合
、
日
本
４
都

市
か
ら
の
空
路
の
他
、
博
多
な
ど

４
つ
の
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
を
利
用

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
釜
山
〜
慶

州
間
は
高
速
バ
ス
が
運
行
し
て
お

り
、
釜
山
（
金
海
空
港
）
か
ら
約

１
時
間
１０
分
で
慶
州
に
行
く
こ
と

が
で
き
る
。

慶
北
各
地
と
大
邱
を
結
ぶ
高
速

バ
ス
網
や
鉄
道
網
が
整
っ
て
い
る

た
め
、
乗
り
継
ぎ
の
時
間
が
う
ま

く
調
整
で
き
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
行

き
来
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

ま
た
、
外
国
人
観
光
客
向
け
に

宿
泊
や
交
通
、
旅
行
案
内
な
ど
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
観
光
商
品
「
コ

レ
ー
ル
パ
ッ
ク
」
や
外
国
人
専
用

パ
ス
、
日
・
韓
共
同
き
っ
ぷ
な
ど

も
あ
る
。

共
同
き
っ
ぷ
は
韓
国
の
鉄
道
公

社
と
Ｊ
Ｒ
６
社
、
日
韓
の
船
舶
会

社
が
発
売
し
て
い
る
も
の
で
有
効

期
間
は
７
日
間
。
Ｋ
Ｔ
Ｘ
の
場
合

３０
％
の
割
り
引
き
を
受
け
ら
れ

る
。

世
界
遺
産
集
ま
る

仏
教
色
豊
か
な

新
羅
王
朝
の
古
都

韓国最古の木造建築浮石寺

村の様子が再現されたソンビ村

安
東
は
５
０
０
年
に
お
よ

ぶ
朝
鮮
時
代
の
儒
教
文
化
を

今
も
な
お
色
濃
く
残
し
て
い

る
地
域
だ
。
そ
の
中
で
も
最

も
有
名
な
の
が
河
回
村
（
ハ

フ
ェ
村
）
で
あ
る
。
ゆ
っ
た

り
と
流
れ
る
韓
国
随
一
の
大

河
、
洛
東
江
に
三
方
を
囲
ま

れ
た
河
回
村
は
、
今
も
村
内

に
古
民
家
や
寺
院
が
立
ち
並

び
、
村
全
体
が
朝
鮮
時
代
前

期
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。

村
全
体
が
国
の
重
要
民
俗
資

料
に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
、

世
界
文
化
遺
産
の
暫
定
リ
ス

ト
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
こ

と
か
ら
、
韓
国
国
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
る
。
昔
な

が
ら
の
あ
り
の
ま
ま
の
生
活

を
観
光
資
源
と
し
て
見
せ
、

体
験
さ
せ
な
が
ら
守
る
と
い

う
方
策
を
と
っ
て
い
る
。

瓦
屋
根
の
大
き
な
母
屋
を

持
つ
屋
敷
と
藁
ぶ
き
の
小
ぢ

ん
ま
り
し
た
家
が
集
ま
っ
て

い
る
村
の
眺
め
は
、
実
際
に

人
が
生
活
し
て
い
る
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
、
現
代
の
町
の

眺
め
と
は
趣
き
を
異
に
し
て

い
る
。

土
塀
に
囲
ま
れ
た
瓦
ぶ
き

や
藁
ぶ
き
の
古
民
家
、
田
ん

ぼ
や
畑
な
ど
、
初
め
て
訪
れ

た
外
国
人
で
さ
え
郷
愁
を
感

じ
て
し
ま
う
よ
う
な
た
た
ず

ま
い
が
連
な
る
河
回
村
だ

が
、
一
番
の
特
徴
は
、
こ
の

「
生
き
た
民
俗
村
」の
中
に
、

４０
軒
ほ
ど
の
民
宿
が
あ
る
点

だ
ろ
う
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

民
家
を
間
貸
し
す
る
様
な
形

で
オ
ン
ド
ル
部
屋
な
ど
に
宿

泊
で
き
る
。
安
価
な
部
屋
の

場
合
、
３
万
ウ
ォ
ン
ほ
ど
で

１
泊
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

食
事
は
村
内
に
あ
る
食
堂
や

酒
場
で
と
る
。
伝
統
の
オ
ン

ド
ル
部
屋
に
泊
ま
り
、
村
内

を
散
策
、
名
物
の
「
安
東
塩

サ
バ
」
や
伝
統
的
な
祭
祀
料

理
で
あ
る
「
安
東
ホ
ッ
チ
ェ

サ
パ
ッ
プ
」
を
味
わ
え
ば
、

朝
鮮
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
よ
う
な
気

分
を
味
わ
え
る
は

ず
だ
。

庶
民
の
生
活
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
民
宿
に
対
し

て
、
朝
鮮
時
代
の
貴
族
階
級

で
あ
る「
両
班（
ヤ
ン
バ
ン
）」

の
暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
ス

ポ
ッ
ト
も
あ
る
。近
年
で
は
、

韓
流
ス
タ
ー
と
し
て
日
本
で

も
人
気
が
高
い
、
リ
ュ
・
シ

ウ
ォ
ン
氏
の
実
家
で
あ
る
、

柳
氏
の
邸
宅
「
澹
然
斎
（
タ

ミ
ョ
ン
ジ
ェ
）」も
河
回
村
に

あ
る
。
両
班
階
級
の
古
宅
と

し
て
は
珍
し
く
、
門
を
入
る

と
芝
生
な
ど
で
美
し
く
整
備

さ
れ
た
庭
が
広
が
る
。
９９
年

に
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
同
村

を
訪
問
し
た
際
に
は
、
澹
然

斎
で
誕
生
日
の
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
く
な
ど
、
格
式

あ
る
家
だ
。
こ
の
両
班
の
古

宅
に
も
宿
泊
で
き
る
。
韓
国

の
伝
統
的
な
オ
ン
ド
ル
部
屋

に
泊
ま
り
、
韓
国
の
民
俗
遊

び
な
ど
を
楽
し
め
る
。

伝
統
的
な
す
ご
ろ
く
で
あ

る
「
ユ
ン
ノ
リ
」
、
矢
を
壷

に
投
げ
入
れ
る
「
ト
ッ
ホ
」

な
ど
を
体
験
し
、
し
ば
し
童

心
に
帰
る
の
も
い
い
。
日
常

生
活
を
忘
れ
ゆ
る
や
か
に
流

れ
る
時
間
に
身
を
ゆ
だ
ね
て

み
て
は
。

古
き
良
き

韓
国
の
暮
ら
し
を

今
に
伝
え
る
地
域

ソンビ村内の酒家

大
邱
は
慶
尚
北
道
の
中
心
都

市
。
人
口
は
約
２
５
０
万
人
に

も
お
よ
ぶ
。
日
本
人
観
光
客
は

年
２
万
人
ほ
ど
が
訪
れ
る
。

昔
か
ら
繊
維
産
業
で
栄
え
て

き
た
こ
の
街
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
町
と
し
て
も
名
高
く
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催
さ
れ

る
。
大
邸
市
に
隣
接
す
る
慶
山

市
に
あ
る
大
慶
大
学
で
は
、
大

邱
市
と
協
同
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
＆
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
体
験
の
観

光
資
源
化
に
取
り
組
む
。
同
大

学
は
モ
デ
ル
学
科
や
ビ
ュ
ー
テ

ィ
ー
・
ヘ
ア
メ
イ
ク
学
科
、
ホ

テ
ル
学
科
な
ど
実
学
中
心
の
学

科
を
そ
ろ
え
、
服
飾
会
社
な
ど

と
も
産
学
協
働
を
す
す
め
て
い

る
大
学
だ
。
卒
業
生
に
は
、
韓

流
ス
タ
ー
の
専
属
ス
タ
イ
リ
ス

ト
に
な
っ
た
人
も
お
り
、
「
実

際
の
就
職
に
つ
な
が
る
大
学
と

し
て
、
人
気
が
高
い
」
（
同
大

学
）
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
＆
ビ
ュ
ー
テ

ィ
ー
ツ
ア
ー
は
、
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
ド
レ
ス
ス
タ
イ
ル
コ
ー
ス
、

韓
国
伝
統
衣
装
コ
ー
ス
、
ト
レ

ン
デ
ィ
ー
ウ
エ
ア
コ
ー
ス
の
３

つ
か
ら
選
べ
る
。
い
ず
れ
も
ヘ

ア
＆
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
体
験
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
＆
ポ
ー
ジ
ン
グ
講
習
、

さ
ら
に
は
実
際
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
用
の
ス
テ
ー
ジ
で
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
体
験
が

で
き
る
。

韓
国
伝
統
衣
装
コ

ー
ス
で
は
、
華
や
か

な
色
合
い
の
韓
服

（
ハ
ン
ボ
ク
）
に
合

わ
せ
、
メ
イ
ク
を
学

ぶ
学
生
が
ツ
ア
ー
参

加
者
の
顔
を
華
や
か

な
も
の
に
変
身
さ
せ

る
。
ヘ
ア
メ
イ
ク
も

学
生
が
担
当
、
ロ
ン

グ
ヘ
ア
か
ら
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
ま

で
丁
寧
に
ま
と
め
あ
げ
る
。

こ
こ
ま
で
は
一
般
的
な
韓
服

体
験
と
同
じ
だ
が
、
こ
の
ツ
ア

ー
の
特
徴
は
モ
デ
ル
講
習
が
あ

る
点
だ
。
実
際
に
モ
デ
ル
活
動

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
モ
デ
ル

学
科
の
教
授
の
指
導
の
も
と
、

モ
デ
ル
ウ
ォ
ー
ク
の
練
習
が
行

わ
れ
る
。
フ
ォ
ト
ポ
ー
ズ
や
演

技
の
指
導
の
の
ち
、
実
際
に
音

楽
に
合
わ
せ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
行
う
。希
望
す
れ
ば
、

写
真
を
Ｃ
Ｄ
に
す
る
こ
と
も
可

能
だ
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
昨
年
９
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
す
で
に
東
南

ア
ジ
ア
方
面
か
ら
の
観
光
客
に

は
好
評
を
得
て
い
る
。
ツ
ア
ー

に
参
加
す
る
に
は
、
大
邱
市
内

に
１
泊
以
上
宿
泊
ま
た
は
観
光

名
所
２
カ
所
以
上
を
観
光
す
る

こ
と
が
条
件
と
な
る
。
同
ツ
ア

ー
の
所
要
時
間
は
約
３
〜
４
時

間
で
、
料
金
は
１
人
６
万
５
千

ウ
ォ
ン
。

こ
の
他
大
邱
で
は
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
や
温
泉
、「
韓
方
薬
剤
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
体
験
型
の
テ
ー

マ
ツ
ア
ー
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

農村の風景もどこか懐かしい

石窟庵の釈迦如来座像

男性もメイクアップを体験

両班の古宅・澹然斎

美しく照らされた雁鴨池

教授からウォーキング指導を受ける
戸を開け放ち伝統音楽を楽しむ

大陸の影響が強い伝統衣装

ショーに向けて演技指導も

民俗遊びでしばし童心に

http://japanese.tour2korea.com/index.asp

